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今月の
　記念日

材料（４人分）

■�鶏もも肉（一切れ20ｇ程度）240ｇ、塩少々、こしょう少々、プレー
ンヨーグルト大さじ２、カレー粉小さじ２分の１、ケチャップ小さじ
２、ウスターソ－ス小さじ１、濃口しょうゆ小さじ２分の１

①鶏肉に調味料を合わせて30分ほど漬け込む。
②250℃のオーブンで15分程度焼く。
　（�※フライパンで焼く時は、弱火でふたをして８分、ひっくり返して

５分程度焼く）
　�　オーブンの温度と時間は機種によって違うので、様子を見ながら中
までしっかり火を通す。
※付け合わせは、野菜の洋風煮です（写真右下）。

作り方

　新年早々に発生した能登半島地震。今なお断水が復旧しない地域があ
り、避難生活を送っておられる方がおられます。住み慣れた地に「帰りた
い」という思いは当然です。ところが、「税金を投入してまで過疎地を復
興する必要があるのか」という議論もある中で、現地のソーシャルワーカ
ーは、目の前の被災者のために懸命に奮闘。公共を担うのは公務員だけで
はないことを実感します。ともにがんばりたい。

　この日は洗礼者ヨハネの誕生日です。イタリアの僧侶グイード・ダレッツォ（991年～1050年）が「聖ヨハネ
賛歌」の合唱指導時に「一定の規則」に気づきました。その曲の各小節の最初の音にあたる歌詞に「ド・レ・ミ
・ファ・ソ・ラ・シ」と名づけたのがドレミ音階の始まりで、「ドレミの日」に制定されました。米国ミュージ
カル「サウンド・オブ・ミュージック」（1959年初演）で、マリア先生が子どもたちに音の名前（ドレミ…）を
教える劇中歌。 日本の「ドはドーナツのド…」の訳詞は、1961年ジャズ歌手のペギー葉山さんによるものです。
いまでも子どもたちが大好きで、保育所でもみんなで楽しく歌選びの定番ですね。

「能登に帰りたい」という
声に寄り添い、支えていく ６月24日

ドレミの日
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タンドリーチキン

岸和田市職労 学校支部 給食分会

協力：現業評議会・給食部会
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縄文時代に人々が生活を営んでいたんですね
（石川河川公園・サイクル橋付近）


